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が、ご理解いただけるのではないかと思います。

これがまた、個々の問題に挑戦する、新しい視点を獲得する手立

てになれば、幸いだと存じております。

「木」（具体的な問題）も見て（解いて）いただきたいし、その背

景をなす「森」（全体像）も見ていただきたい、その相互作用によ
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きたい、あなたの数学的な世界を広げていっていただきたい、なか
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